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地方創生をめぐる国の動きについて

１ 岸田政権が進めるデジタル田園都市国家構想について

〇「新しい資本主義」実現に向けた、成長戦略の最も重要な柱であり、地方の豊かさをそのままに、
利便性と魅力を備えた新たな地方像を提示

〇産官学の連携の下、地方が抱える課題をデジタル実装を通じて解決し、誰一人取り残されず全ての
人がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現。地域の個性を活かした地方活性化
をはかり、地方から国全体へのボトムアップの成長を実現し、持続可能な経済社会を目指す

〇国が積極的に共通的基盤の整備を行い、地方はこれらの効果的活用を前提にデジタル実装を進め、
実情に即した多様なサービスを展開

２ 国におけるデジタル田園都市国家構想の検討状況について

■デジタル田園都市国家構想実現会議
令和３年１１月１１日（第１回）、１２月２８日（第２回）、令和４年２月４日（第３回：WG方

式）、２月２４日（第４回：WG方式）

⇒ 今後、ワーキンググループ方式により４月上旬までに第６回会議を開催し、その後、２回の全体
会議を経て基本方針案が示される予定

３ 国の総合戦略について

デジタル田園都市国家構想実現会議の協議結果を踏まえて進められる予定
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デジタル田園都市国家構想実現会議資料
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デジタル田園都市国家構想実現会議資料（抜粋）

３

国のデジタル田園都市国家構想関連施策の全体像
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〇構想の目指す将来像を見据え、車座対話など現場の声も聞き

ながら、課題やニーズを深掘りし、これまでの地方創生施策

も含めた関係施策の充実・深化、地域における取組の成熟度

に応じた支援のあり方、国民への判りやすいメッセージの発

出などについて併せて検討。

〇サービスの迅速な実装や、セクター間でのデータ連携の推進、

KPIを活かした進行管理のあり方も含め、中長期的に取り組む

べき方策を深化させ、実行すべき具体的なデジタル田園都市

国家構想を来春に取りまとめる。

デジタル田園都市国家構想実現会議（令和3年12月28日）配布資料より抜粋

今後の検討の方向性
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